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Y-1-15　
日本赤十字社静岡県支部と【もっとク
ロス！】な防災対策の取り組み

静岡赤十字病院　栄養課1）、
日本赤十字社　静岡県支部2）

◯梅
うめき

木　幹
みきこ

子1）、菊地しおり1）、松居　秀実2）、
小泉智紗子2）、鈴木　幸男2）

目的　日本赤十字社静岡県支部は日頃より赤十字奉仕
団、青少年赤十字加盟校などへの防災教育活動の中心的
な役割を担っている。Ｈ27年、静岡県支部が災害時の食
事提供として効果的な包装食袋調理方法をまとめた「炊
き出し名人」を発行した事をきっかけに、当院栄養課で
は、病院給食提供のノウハウや病態の知識を生かすべく
静岡県支部と連携して地域に啓発する活動をしているの
で報告する。方法包装食袋調理を幅広く啓発するために、
まずは災害支援組織である静岡県栄養士会ＤＡＴへ「炊
き出し名人」を紹介し、栄養士会会員対象の研修会で静
岡県支部と協力して調理実習を実施した。その後日本赤
十字社本社、気象庁、内閣府共催の防災イベントでは栄
養課オリジナルメレシピを取り入れた包装食袋調理実演
と当院の災害対策を合わせた講演会を開催するなど、院
外、院内においても幅広く啓発活動を行った。結果静岡
県支部と連携することで、炊き出し名人の包装食袋調理
を幅広く広報し、その活動に関わることで、地域と災害
対策の輪を広がった。Ｈ29年3月には、静岡県内赤十字
病院の管理栄養士が結集した病態別包装食袋調理のレシ
ピが完成して静岡県支部よりの炊き出し名人Vol．2と
して発行することが出来た。考察静岡県支部よりいただ
いた1冊の「炊き出し名人」をきっかけに赤十字の絆で
災害対策に重要な自助、共助の重要性を県内、県外へと
幅広く啓発することが出来た。包装食袋調理法は、災害
弱者といわれている高齢者、食物アレルギー患者、腎臓
病患者などに対応できる効果的な調理法である。今後も
静岡県支部、地域ともっとクロスした災害対策に取り組
んでいきたい。

要望演題Ⅱ　メディア・地域住民・支部との協働
10 月 23日（月）　14:10~15:10　第 1会場（仙台国際センター　会議棟　2階　大ホール）　

座長：矢内　勝（石巻赤十字病院　副院長）


